本体を設置し、ケーブルを接続したあと、システムのセットアップをします。システムのセットアップは 
購入後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセットアップ(一44ページ） ....... 

管理 PC のセットアップ(一50ぺージ） ..... 

ストリーミング羊ヤッシュソフトウエア 
のインスI-ール（一51ページ） . 

再セツトアップ(一57ページ） . 


システムを使用できるまでのセットアップ手順に 
ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになる環境に合わせた詳細なセットアップに 
ついては第4章で説明しています。 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管 
理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法について説明しています。 


Helix Universal Server/Helix Proxy (別売)をイン 
ストールする際の手順について説明しています。 

システムを再セツトアップする方法について説明 
しています。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について説明します。 


初期導入設定情報の作ぶ 


「インストール/初期導入設を用ディスク」は本装置を導入するためじ最低限必要となる設定 
情報が保存されるセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

初期導入設定情報は、添付のインストール/初期導入設定用ディスクにある r 初期導入設定 
ツール」を使って作成します。初期導入設定ツールは 、 Windows XP / 2000が動作する〕ン 
ピュータで作成します。 


初期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設を情報を作成します。 

1 . Windows マシンのフ□、ソピーディスクドライブに添付のインストール/初期導入設定用ディスク 
をセットする。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブ内の r 初期導入設定ツール (CSNConf.exe)」 をエクスプ □- ラなどか 
6実行する。 

[初期導人設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式となっており、をページで 
設定情報を入力して進んでいきます。 

必須情報が人力されていない場合や人力情報(こ誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正し<入力し直して<ださい。人力事項(こついては、この後の説明を 
参照して < ださい。 

すべての項目の人力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き} A んで終了します。 

3 . インス!-ール/初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、「システム 
のセットアップ」(こ進む。 

インストール/初期導人設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してく 
ださい。 
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各入力項目の設定 

[初期導入設をツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
から Web ブラウザを介して、システムには 
グインする際のパスワードを設定します。 
この画面にある項目はすべて入力してくだ 
さい。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 


^ パスワードは画面(こ表示されませ 

IチェックI ん。タイプ^スをしなし^よつ；主意し 
てください。 


管理者パスワード 

初めて設をする場合は、同捆の別紙 r 管理者用パスワード」に記載された化荷時の管理者 
用パスワードを入力してください。じ(前に設をを行っている場合は、設をされているパ 
スワードを入力してください。 

新しいパスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、設定されている管理者パスワードと同一の 
パスワードを新しいパスワードとして設定してください。 

(確認再入力） 

パスワードの磕認用です。新しいパスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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必要事巧を人力したら、なへ (N わ」を巧してくださし1。 


<戻る(目）」みへの)> I _キサンセル」 


xj 


ネットワーク設定画面 

ネットワーク設ををします。 

ホスト名 a=QDN) 

ホストを ( FQDN ) を入力してください。 

IP アドレス 

ethO に割り振る IP アドレスを指をして 
ください。 

ヴブネットマスク 

ethO に割り振るサブネットマスクを指 
定してください。 

デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイの IP アドレスを指定してください。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をしてください。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリ ネームサーバが 存在す る 場合、セカンダリ ネームサーバの IP アドレスを指定 
してください。 


CacheServer とルドアツプサーバ巧期導入設定ツール- 


广厂广厂广 

L’LL 厂 L 
LLLLL 
"LLLLL 
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システムのセツトアツ 



初期導入設定ツールで作成した初期導入設を情報を使用して、短時間でセットアップできま 
す。 

セットアップの手順 

(下手順でセツトアップをします。 


■L 

rpn 


正しくセットアップできないときは、々ぺージ、および7章を参照してください。 


本体背面の LAN ポート1(こネットワークケーブルが接続されていることを確認する。 





LAN ポ ー ト1 


-LAN ポート2 


2 . 前述の r 初期導入設定用情報の作成」で作成したインストール/初期導入設定用ディスクを 3. 日イン 
チフ□、ソピーディスクドライブ(こセツトする。 

3. POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが点灯します。 


3.5 インチフ□、ソピーディスク 



しば6くすると、インストール/初期導入設定用ディスクか6設定情報を読み取り、自動的(こセッ 
トアップを進めます。2〜3分ほどでセットアップが完了します。 

セットアップが完了した6、4章を参照してシステムの状態確認や設定変更を行って<ださい。 

〇 ♦セットアップの完了び確認できた5セットしたインストール/初期導入設定用ディスク 
国 をフ□ッピーディスクドライブか5取り出して大切に保管してください。再セットアッ 

プの時に再利用します。 

• LAN ポート1び ethO 、 LAN ポート2び eth 1として 0 S に認識されまず。 


システムのセットアップ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な)にな 

ります。正常にセットアップが完了しなかった場合は、インストール/初期導入設定用ディ 

スクじ化力される□グファイル noggirig . txt 」 の内容を磕認し、再度初期導入設定ツールを使 

用して初期導入設を情報を作成し直してからシステムのセットアップを実行してください。 

く主な□グの出力例> 

■ rinfo: completed 」 

一正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

一初期導入設を情報の再作成を行わずに、一度セットアップじ使用したインストール/ 
初期導入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます。この場合、システムの 
設を情報は更新されません。 

■「Cannot get authentication: root 」 

ーインストール/初期導入設定用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表 
示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

ーインス I -ール/初期導入設を用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されていない場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

ーインス I -ール/初期導入設定用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されていない場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルじついての対処を7章で詳しく説明しています。 


オンラインアップデートの実巧 


オンラインアップデートは、システムソフトウェアを最新の状態に維持して、最高の機能- 
性能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セット 
アップ後に必ず実行して < ださい。 

詳継ま、83ぺージの r オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 



ESMPRO / ServerAgent は化荷時にインス I -- ル済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。じ(下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバックアップ CD - ROM :/ nec / doc / esnnp 「 o . sa / 


M-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
屋^ 業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は杉下のコマンドを実行することで変更できまず。 

杜 export LANG 二 C 


，； ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 (5 章参照）がインストール済み 

です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保ずサー 
ビス会社にお問い合わせください。 


システム情報のパックアッ 



システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I a-O 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 か5システムを起動して操作しまず。 
巨^ 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 か5起動ずるためには、事前にセットアップび必 
要でず。日章を参照して準備してください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM を本体装置の DVD - ROM ドライブ(こセットして、再起動す 
る。 

EXPRESS 目 UILDER ( SE ) か6起動して 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) トップメニュー」が表示されま 
す。 

3. 「ツール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6[退避]を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めて<ださい。 


続いて管理 PC に本装置を監視-管理するアプリケーションをインストールします。次ペー 
ジを参照してください。 


システムのセットアップ 
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管埋 PC のセットアップ 


本装置をネットワーク上のコンピュータ（管理 PC ) から管理-監視するためのアプリケーションとして、 
rESMPRO / ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 を用意しています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールすることじよりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 


ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインス I —ルについては5章、または EXPRESS 目 UILDER 
( S 口 CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 
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ストリ-ミンクキヤッシ 1 ソフトウ I アのインスト-ル 

オプションの Helix Universal Server/Helix Proxy (別売)をインストールする際の手順について説明します。 


インストールの準備 


SCS 愼成の場合 

1 . 八ードウエアのセットアップを行う。 

システムをシャットダウンして 、 Helix Universal Server/Helix Proxy 似下、 Helix ) 用(こ準備した 
八ードディスクおよびメモリを増設します。増設方法については、6章を参照してください。 

2 . 電源を ON にしてシステムを起動する。 

3. 4章を参照して Management Console で保守用ユーザ ( mainte ) のパスワードを設定し 、 Telnet 
サービスを起動して おく。 

4. ユーザ mainte で本システムに Telnet □グインする。 

己. SU コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) (こなる。パスワードは初期導人設定ツールで設定したも 
のを入力する。 

巨.下のコマンドを実行して、プ□キシサーバを停止する。 

/ etc / init . d/roma stop 

• L 四 

Management Console の[プロキシ]でプロキシサーバの状態が確認できます。 

7. ]： rF の〕マンドを実行して、 / opt / nec / roma / ね bles / 配下にあるすベてのファイルを削除する。 

rm -r / opt / nec / roma / tables /* 

8 . Helix インストール用ドライブのデバイスをを確認する。 

SCSI 八ードディスクドライブのデバイスをは sdx ( x は a ， b ， …)と表わされます。 
dmesg コマンドで認識されている八ードディスクドライブを確認し、最後に認識されている八一 
ドディスクドライブ (6 台構成の場合は sdf 、 2台を Helix 用に使用する場合は sde ， sdf ) を Helix 用 
とします。 

dmesg コマンドを人力すると、認識されている八ードディスクドライブは J :> (下のように表示され 
ます。 

SCSI device sda : 

SCSI device sdb : 

9. U 下のコマンドを実行して fdisk を起動する。 （ sd とは手順8で確認したデバイスを。 iU 降も同様。） 

/ sbin/fdisk / dev/sdx 

10. n と人力してパーティシヨンを追加する。 

Command (m tor help ; : n 


システムのセットアップ 
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p と人力して Primary Partition を選択し、パーティシヨン番号1を入力する。 
Partition Number (1-4) :1 


12. First cylinder、Last cylinder はそのまま < Enter > キーを入力してすべての領域を確保する。 

13. P と人力して、パーティションが作成されていることを確認する。 

Command (m tor help ) : p 

14. w と入力して fdisk を終了する。 

Command (m for help ) : w 

15. U 下のコマンドを実行して、作成した八 ° ーティションを ext 3 ファイルシステムでフォーマットする。 

/ sbin/mkfs -t ext 3 / dev / sdx 1 

16. i ： i 下のコマンドを実行して、作成したパーティションをマウントするディレクトリを作成する。 

mKdir /usr/local/helix 

ハードディスクドライブを2台増設して Helix Universal Server と Helix Proxy 用にそれぞれ使用 
する場合は、 / usr / local / helix / server または/ usr / local / helix / proxy を作成して、そのディレクト 
リにマウントします。 

17. i ： rF のコマンドを実行して、手順16で作成したディレクトリ(こ fdisk で作成したパーティションを 
マウントする。 

mount / dev / sdx 1 / usr / local/helix 

18. Vi エディタなどを使用して / etc / fs ね b ファイルの最終巧に J ： rF の記述を追加し、作成したパーティ 
ショ ンが再起動後も自動 マ ウントされるようにする。 

/ dev / sdx 1 / usr / local/helix ext 3 defaults 1 2 

19. A - ドディスクドライブを 2 台増設した場合は、2台の八ードディスクドライブそれぞれに対して 
手順9〜18を実行する。 


RAID 構成の場合 

1. ハードウェアのセットアップを巧う。 

Helix 用にメモリを増設する場合はシステムをシャットダウンします。増設方法については6章を 
参照してください 。 rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使用して RAID の設定を行っている 
場合は、2つめの論理ドライブを Helix 用に使用します。 



システムに論理ドライブわりつしか存在しない場合は 、 rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 を使用して RAID の再設定を行う必要びあります。その際、現在のデータはすべて消失し 
てしまいますので、必要なデータはバックアップをとってか5再設定を行ってください 。 RAID 
の再設定については目章を参照してください。データのバックアップについては4章を参照して 
<ださい。 

2 . 電源を ON (こしてシステムを起動する。 

3. 4章を参照して Management Console で保守用ユーザ ( mainte ) のパスワードを設定し 、 Telnet 
サービスを起動して おく。 
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4. ユーザ mainte で本システムに Telnet □グインする。 

己. SU コマンドを実巧して特権ユーザ ( ro 饥)になる。パスワードは初期導人設定ツールで設定したも 
のを入力する。 

6 . 下のコマンドを実行して、プ□丰シサーバを停止する。 

/ etc / init . d/roma stop 

• L 回 

Management Console の[プロキシ]でプロキシサーバの状態が確認できます。 

7. ]： rF の〕マンドを実行して、 / opt / nec / roma / tables / 配下にあるすベてのファイルを削除する。 

rm -f / opt / nec / roma / tables /* 

8 . lU 下のコマンドを実行して、 fdisk を起動する。 

/ sbin/fdisk / dev / rd/cOd 1 

9. n と人力してパーティシヨンを追加する。 

Command (m for help ) : n 

10. p と入力して Primary Partition を選択し、パーティシヨン番号 1 を人力する。 

Partition Number (1-4) :1 

11. First cylinder , Last cylinder はそのまま < Enter > キーを人力してすべての領域を確保する。 

12 . P と入力して、パーティシヨンが作成されていることを確認する。 

Command (m for help ) : p 

13. w と入力して fdisk を終了する。 

Command (m for help ) : w 

14. ]:_ rF のコマンドを実行して、作成したパーティシヨンを ext 3 ファイルシステムでフォーマットす 
る。 

/ sbin/mkfs -t ext 3 / dev / rd/cOd 1 p 1 

1 己.じ(下のコマンドを実行して、作成したパーティシヨンをマウントするディレクトリを作成する。 
mkdir / usr / local/helix 

16. ]： rF のコマンドを実行して、手順16で作成したディレクトリに fdisk で作成したパーティシヨンを 
マウントする。 

mount / dev / rd/cOd 1 P 1 / usr / local/helix 

17. Vi エディタなどを使用して / etc / fs ね b ファイルの最終行に] U 下の記述を追加し、作成したパー 
ティシヨンが再起動後も自動マウントされるよう(こする。 

/ dev / rd/cOd 1 P 1 / usr / local/helix ext 3 defaults 1 2 


システムのセットアップ 
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Helix Universal Server/Helix Proxy のインストール 


Helix のマニュアルを参照して、 Helix のインストールを行ってください。また、降の内容 
も併せて参照してください。 

インスIル時のを意事項 

Helix インストール時は]: i 下の点にを意してください。 

• インス!-ール先ディレクトリには下のディレクトリを指定してください。異なるディ 
レクトリにインストールを行うと、 Management Console から Helix の管理ツールを開く 
際にインス I -ール先ディレクトリの指をが必要になります。 

Helix Universal Server : / usr / local / helix/server 

Helix Proxy : / usr / local / helix/proxy 

• ポート番号を設をする際は本システムの HTTP ポート番号（既を値は808 0) 、 
Management Console 用のポート番号 (50090 または5045 3) は指定しないでくださ 

い。 


インスIル後の設定 

Helix をインス I -ールした後に、続けて t (下の手順を必ず行ってください。 

1. ユーザ mainte で Telnet □グインし、 su コマンドを実行して特権ユーザ ( ro 饥)になる。 

2. 「バックアップ CD - ROM 」 を DVD - ROM ドライブじセットし、 J ： rF のコマンドを実行して CD-ROM 
をマウントする。 

mount / aev/cdrom / mnt/cdrom 

3. ]:> (下のコマンドを入力してファイルを本システム(こコピーし、実行属性をがける。下線部は Helix 
Universal Server の場合は 「 rmserver」、Helix Proxy の場合は 「 rmproxy 」 と入力する。 

cp / mnt / cdrom / nec / Linux / helix/rmserver / etc / rc . d / init . d / 
chmod 7 己己 / etc / rc . d / init . d/rmserver 


4. i ： rF のコマンドを実行して、 CD - ROM のマウントを解除する。 

□mount / mnt/cdrom 

已.システム起動時(こ Helix を自動起動するよう(こ設定する場合は、じ(降の r システム起動時の自動起 
動の設定」を参照して設定を巧う。 

目.下のコマンドを実巧してシステムの再起動を巧う。 
reboot 
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使用ポートの開放 

本システムはセ丰ユリティ確保のため未使用のポートを塞いでいます。そのため、 Helix を使 
用するためには使用するプ〇トコル用のポートを開く必要があります。 

1. 下のコマンドを実巧して RTSP で使用するポートを開く。下線部は Helix のインストール時に指 
定した RTSP ポート番号を指定する。 

/ sbin / ip ね bles -I INPUT -p tcp -dport 554 -j ACCEPT 

2 . 下のコマンドを実行して、再起動後も手順 1 で設定した内容が有効になるようにする。 
/ sbin/service iptables save 


システム起動時の自動起動の設定 

W 下の手順を行って Helix をサービス化することじより、再起動後もシステム起動時に Helix 
が自動的に起動するように設定することができます。 

1. じ(下のコマンドを実行し、自動起動するサービスに Helix を追加する。下線部は Helix Universal 
Server の場合は 「 rmserver」、Helix Proxy の場合は 「 rmproxy 」 と人力する。 

cd / etc / rc . d / init.d 
/ sbin/chkconfig -add rmserver 


2 . 下の〕マンドを実行し、表示されるリストに rmserver または rmproxy が追加されていることを 
確認する。 

/ sbin/chkconrig -list 

w-Ol^ 

• インス I ル時に指定がのディレクトリにインス I ルした場台や設定ファイル名をデフォ 
ルトか5変更した場合は Management Console の 「Helix Administrator 」 でインストー 
ルディ レク トリ名、および設定ファイル名を設定するまでは自動起動は行われません。 

• 本手順で Helix を自動起動する場合、使用するメモリを最大 1 GB に制限するオプションを付 
けて起動されまず。運用上変更したい場合は、 / etc / rc . d / init . d にコピーした rmserver 
または rmproxy ファイルを Vi エディタなどで開き r - m 1000」と記述されている部分を変 
要してください。 - m オプションについては Helix のマニュアルを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セットアップについて 

システムの再セツトアップを行う場合はじ(下の点にを意してください。 


SCSI 構成の場合 

システムの再セットアップを行う場合は、 Helix も再インス!-ールを行うことを推奨します 
が、データが必要な場合は]: i 下の方まで Helix を消さずにシステムを再セットアップすること 
ができます。 

1 . Management Console (4 章参照)の[システム]画面で[システムの停止]を実行し、 Helix 用に使用 
している八ードディスクドライブを外す。 

2 . システムの再セットアップを行った後、再度、システムを停止する。 

3. Helix 用の八ードディスクドライブを追加してシステムを起動する。 

4. 本章の「インストールの準備」の手順 16 JU 降を参照して Helix 用パーティシヨンを再度マウントす 
る。 

I n-O 「インストール後の設を」、「使用ポートの開放」、「システム起動時の自動起動の設を」は再 

度、行う必要があります。 


RAID 構成の場台 

システムの再セットアップ時は Helix の再インストールも必要になります。必要なデータは再 
セットアップを行う前にバックアップをとってください。データのバックアップについては 
4章を参照してください。 

I — "〇 RAID 構成についての詳細は、5章保ず.管理ソフトウてアの「ディスクアレイコンフィグ 
レーシヨ ン」を参照してください。 
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再セツトアツつ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。(下の手順で再セツトアップをしてください。 


■ I : 標準装備の ディスクアレイコントローラに 接続された ハードディスクを 初期化したり、 オプ 

シヨンのディスクアレイコントローラを 取り付けたりする場合は、 ディスクアレイコント 
口ーラのコンフィグレーシヨンをはじめに行ってください。ディスクアレイコンフィグレー 
シ ヨンについては 6章およびオンラインドキユメントを参照してください。 



ンの作が 


「保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ痛保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めしま 
す。 

保守用パーティションは、添付の 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使って作成しま 
す。詳しくは5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインス!-ール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インストール中は、システム起動監視 
機能を無効にする必要があります。 

本機能の有効/無効は、添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使って変更します。 
詳しくは、5章を参照してください。 


再セットアップび完了した5、システム起動監視機能を有効に戻してください。 


システムのセットアップ 
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システムの再インストール 


I n-O 再インストールを行うと、装置内の全データび消去され、出荷時の状態に戻りまず。必要な 
データび装置内に残っている場合、データをバックアップしてか5再インストールを実行し 
て < ださい。 

再インストールには、本体添がの r バックアップ CD - ROM 」 と「インス I -- ル/初期導入設を用 
ディスク」が必要です。まず、「初期導入設を情報の作成」の項を参照して設を情報の作成を 
行います。その後、設を情報が書き a まれている r インストール/初期導入設を用ディスク」 
を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブに、「バックアップ CD - ROM 」 を DVD - ROM ドライ 
ブにそれぞれ挿入し、 POWER スイッチを押して電源を ON にします。 

しばらくするとインストールが完了します。インストールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされ、本体は再起動します。再起動中に自動的に初期導入情報を用いたセット 
アップが行われます。 

■: このとき、前面のシリアルポート B(COM B ) に管理 PC を19,200 bps の転送速度で接続する 

[ pfi と、管埋 PC からログを参照することができます。 


15分 t (上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インス!-ールに失敗している可能性があります。本体を再起動して、 CD - ROM / 
フ□、ソピーディスクをセツトし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡<ださ 
い。 

再インストールの際には、下記の URL をご覧ください。セ丰ュリティ問題などを常に修正/ 
公開しております。 

http :// nec 8. com / 

ーケア-サポート 
ーダウン□ー ド 


オンラインアップデートの実巧 


オンラインアップデートは、システムソフトウェアを最新の状態に維持して、最高の機能- 
性能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セット 
アップ後に必ず実行して<ださい。 

詳細は、83ページの r オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 


r システムの再インストール」で ESMPRO / ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設定がされていません。じ(下のオンラインド羊ュメントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添がのバックアップ CD - ROM :/ nec / doc / esnnp 「 o . sa / 

n-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をする場 S ホ、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 を rc 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は杉下のコマンドを実行することで変更でをます。 

#export LANG 二 C 

■L ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 

I レ 、, 卜 I 卜ールされます。 


システムのセットアップ 
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